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(57)【要約】
【課題】端部欄干パネルをも効率的に取り外すことので
きるエスカレータを提供すること。
【解決手段】端部欄干パネルであるニューエルパネル１
１に隣接する隣接欄干パネル１３が固定器具２６Ｂ，２
６Ｃおよび第１の被固定部材である取付部材３０から取
り外されると、取り外された隣接欄干パネル１３が存し
た領域へと、ニューエルパネル１１を少なくともその円
弧状縁部１１Ｅが第２の被固定部材である取付部材１５
４の溝部から抜け出せる距離分、スライドさせることが
できるような形状に隣接欄干パネルを形成した。
【選択図】図１２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　循環走行して乗客を搬送する無端搬送体と、
　前記無端搬送体の走行路に沿って列設された複数枚の欄干パネルと、
　前記欄干パネル各々をその下端部でトラスに固定する固定器具と、
　前記欄干パネル各々の上端縁部に固定された第１の被固定部材と、
　前記複数枚の欄干パネルの内、列設方向における一端に設けられ、水平方向に張り出し
た円弧状縁部を有する端部欄干パネルの当該円弧状縁部に固定された第２の被固定部材と
を備え、
　前記固定器具は、
　前記欄干パネルの下端面を支持する支持部と、前記下端部の前記走行路とは反対側の主
面部分と対向する受け面を含み、前記トラスに固定された固定ブラケットと、
　当該欄干パネルの前記下端部を介して前記受け面と対向し当該下端部を前記受け面に向
かって圧接する圧接部材が取り付けられた対向部を含む可動ブラケットとを含み、
　前記欄干パネルの固定が解除された状態では、当該欄干パネルにおける前記下端部の前
記走行路側前方が開放されるように、前記可動ブラケットが前記固定ブラケットに取り付
けられた構成を有していて、
　前記第１および第２の被固定部材は、それぞれ、前記縁部が嵌め込まれた溝部を含み、
当該第１および第２の被固定部材の前記欄干パネルに対する固定が解除された状態におい
て、前記縁部が前記溝部に当該欄干パネルの厚み方向に遊びを持って嵌った状態とされ、
　前記端部欄干パネルに隣接する隣接欄干パネルが前記固定器具および前記第１の被固定
部材から取り外されると、取り外された隣接欄干パネルが存した領域へと、前記端部欄干
パネルを少なくとも前記円弧状縁部が前記第２の被固定部材の溝部から抜け出せる距離分
、スライドさせることができるような形状に前記隣接欄干パネルが形成されていることを
特徴とするエスカレータ。
【請求項２】
　前記無端搬送体と同期して循環走行する、無端ベルト状をした移動手摺を有し、
　前記隣接欄干パネルは、前記移動手摺が水平に走行する区間とこれに隣接してカーブす
る走行区間にまたがって設置されており、
　前記隣接欄干パネルは、前記カーブする区間に対応する湾曲部と前記水平に走行する区
間に対応するストレート部とを有し、前記ストレート部の水平方向の長さに当該隣接欄干
パネルと前記端部欄干パネルとの間の隙間長を加えた長さが、少なくとも前記距離分の大
きさとなるように前記水平方向の長さと前記隙間長とが設定されていることを特徴とする
請求項１に記載のエスカレータ。
【請求項３】
　前記隣接欄干パネルは、垂直方向に長い長方形をしていることを特徴とする請求項１に
記載のエスカレータ。
【請求項４】
　前記隣接欄干パネル以外の前記欄干パネルはガラス製であり、
　前記隣接欄干パネルは、当該隣接欄干パネル以外の欄干パネルとは色または質感の異な
るガラス製、あるいは金属製であることを特徴とする請求項３に記載のエスカレータ。
【請求項５】
　くさび部材と、
　締付ねじと、
　を有し、
　前記溝部は、その底部両側に第１の壁面と第２の壁面とを有し、第１の壁面は前記欄干
パネルの第１の主面に平行であり、第２の壁面は前記底部からの高さが高くなる程、前記
欄干パネルの第２の主面との間隔が広くなるよう当該第２の主面に対し傾斜しており、
　前記くさび部材は、前記第２の主面と前記第２の壁面との間に設けられており、当該第
２の主面と対向する押圧面と当該第２の壁面に沿った斜面とを含み、前記溝部の深さ方向
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に貫通するねじ挿通孔を有し、
　前記被固定部材には、当該ねじ挿通孔に対応する雌ねじが前記溝部の深さ方向に形成さ
れていて、
　前記締付ねじは、前記ねじ挿通孔に前記溝部の開口側から挿入され、前記雌ねじに螺合
しており、当該締付ねじの締め付けにより、前記くさび部材の前記斜面が前記第２の壁面
に案内されて、当該くさび部材が前記第２の主面に向かって押圧され、前記押圧面と前記
第１の壁面とで、前記欄干パネルの前記縁部が締め付けられて、前記被固定部材が当該欄
干パネルに固定されていることを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載のエスカ
レータ。
【請求項６】
　請求項１に記載のエスカレータにおける、前記端部欄干パネルの取外し方法であって、
　前記隣接欄干パネルに対応する前記第１の被固定部材と前記端部欄干パネルに対応する
前記第２の被固定部材の固定を解除すると共に、前記隣接欄干パネルを前記トラスに固定
する前記固定器具および前記端部欄干パネルを前記トラスに固定する前記固定器具の固定
を解除する固定解除ステップと、
　前記隣接欄干パネルを取り外す隣接欄干パネル取外しステップと、
　前記端部欄干パネルを、取り外された前記隣接欄干パネルが存した領域へとスライドさ
せるスライドステップと、
　スライドされた前記端部欄干パネルを取り外す端部欄干パネル取外しステップと、
　を含むことを特徴とする、エスカレータにおける端部欄干パネルの取外し方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エスカレータに関し、特に、欄干の構造等に関する。
【背景技術】
【０００２】
　エスカレータでは、環状に連結されて循環走行する踏段の両側に、踏段の走行路に沿っ
て列設された複数の欄干パネルを構成部材とする欄干が設置されている。
【０００３】
　複数の欄干パネルの内、列設方向において両端に位置する欄干パネルは、円弧を描いて
反転走行する移動手摺の軌道に合致した円弧状部を有する。以下、複数の欄干パネルにお
いて、両端に位置する欄干パネルと両者の間に位置する欄干パネルとを区別する場合には
、両端に位置する欄干パネルを「ニューエルパネル」と称し、ニューエルパネル以外の欄
干パネルを「中間パネル」と称することとする。
【０００４】
　これらの欄干パネルには、近年においてデザイン性が重視される中、ガラス製のものが
多く用いられている。ガラス製の欄干パネルは、強化板ガラスの片面に飛散防止フィルム
が貼着されてなるものである。
【０００５】
　欄干パネルの各々は、その下端部が、例えば、特許文献１や特許文献２に記載されてい
るようにトラスに固定されて設置されている。特許文献１，２に記載されたエスカレータ
は、横断面が「コ」字状をした溝を有し、トラスに固定されたパネル保持部材を有してい
る。当該パネル保持部材は、前記溝の長手方向が、踏段の前記走行方向と平行になるよう
に、前記トラスに固定されている。
【０００６】
　前記溝の両側壁の内、前記踏段に近い側の側壁（以下、「第１側壁」と言う。）には、
その厚み方向に雌ネジが形成されている。当該雌ネジには、前記溝の外側からボルトが螺
入されていて、当該ボルトの先端には、挟持片があてがわれている。
【０００７】
　前記溝の両側壁の内、前記踏段から遠い側の側壁（以下、「第２側壁」と言う。）と前
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記挟持片との間に、前記欄干パネルの下端部が、当該溝の上方から挿入された状態で、前
記ボルトを締め付けることにより、前記下端部が第２側壁と前記挟持片とで挟持され、欄
干パネルは直立の姿勢で、前記トラスに固定される。
【０００８】
　このようにして固定された複数枚の中間パネルの上端縁部には、例えば、特許文献３や
特許文献４に記載されているように、移動手摺を案内する複数本のガイドレールが固定さ
れている。
【０００９】
　特許文献３，４に記載されたガイドレールには、アルミの押出形材が用いられている。
当該ガイドレールの上端部には、幅方向両側に張り出した一対のフランジ部が形成されて
いる。両フランジ部の間には、上方に開口し長さ方向に沿った上溝が形成されている。前
記上溝の下には、下方に開口し同じく長さ方向に沿った下溝が形成されている。また、前
記上溝の底面と前記下溝の天井面との間を貫通するねじ挿通孔が形成されている。
【００１０】
　前記下溝の一方の側面は鉛直面に形成され、もう一方の側面は下方に行くほど前記鉛直
面から遠ざかる斜面に形成されている。前記下溝内には、台形の横断面を有するくさび部
材が設けられている。当該くさび部材において前記斜面と対向する側の側面は当該斜面と
平行な面に形成されており、前記斜面とは反対側の側面は前記鉛直面と平行な面に形成さ
れている。前記くさび部材には、上下に貫通する雌ねじが形成されている。当該雌ねじに
は、前記ねじ挿通孔に前記上溝側から挿入されたねじが螺合している。
【００１１】
　前記くさび部材と前記鉛直面の間に前記中間パネルの上端縁部が嵌められ、前記ねじが
締め込まれることによって、前記くさび部材が引き上げられる。その結果、くさび効果に
より、当該くさび部材と前記鉛直面とで当該中間パネルの前記上端縁部の側面が強固に把
持されて、前記ガイドレールが中間パネルに固定される。中間パネルに固定されたガイド
レールには、前記両フランジ部の間の前記上溝を塞ぐように、当該両フランジ部に移動手
摺が取り付けられている。
【００１２】
　また、中間パネルに、照明器具等の付属品が取り付けられる場合には、中間パネルの上
端縁部には、前記付属品が取り付けられた取付部材が固定されている（例えば、特許文献
２の図６を参照）。
【００１３】
　例えば、当該取付部材にも、アルミの押出形材が用いられる。取付部材の固定構造は、
上記パネル保持部材の固定構造と類似している。すなわち、当該取付部材は、横断面が「
コ」字状をし、下方に開口した溝に欄干パネルの上端縁部が嵌められている。当該溝の一
方の側壁には、厚み方向に貫通する雌ねじが形成されており、当該雌ねじには、溝の外側
からボルトが螺入されている。当該ボルトの先端には、挟持片があてがわれている。そし
て、前記ボルトを締め込むことにより、挟持片ともう一方の側壁とで中間パネルの上端縁
部が強固に挟持されて、取付部材が中間パネルに固定されている。
【００１４】
　なお、特許文献２、３、４に明示的には記載されていないが、ニューエルパネルの円弧
状縁部には、当該円弧状に合致した形状に湾曲された取付部材またはガイドレールが、上
記したのと同様にして固定されていると考えられる。
【００１５】
　ところで、上記した欄干パネルは、強化板ガラスが破損した場合や飛散防止フィルムが
経年劣化した場合等には、新しいものとの交換がなされる。この交換作業は、エスカレー
タの運転を停止して行われるが、例えば、商業施設に設置されているエスカレータにあっ
て、営業中に強化板ガラスが破損した場合には、特に速やかな交換が要求される。
【００１６】
　当該交換に際し、前記中間パネルを取り外す場合、先ず、中間パネルの上端縁部に固定
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されている前記ガイドレールや前記取付部材の固定を解除する必要がある。ガイドレール
は、前記くさび部材に螺合されているねじを弛めることで固定が解除され、取付部材は、
前記溝の一側壁に形成された雌ねじに螺合されているボルトを弛めることで固定が解除さ
れる。固定が解除された状態で、中間パネルの上端縁部が、前記ガイドレールの前記下溝
や前記取付部材の前記溝に、当該中間パネルの厚み方向に遊びを持って嵌った状態となる
。
【００１７】
　しかし、特許文献１，２に記載の従来のエスカレータにおける中間パネル下端部の取付
構造では、当該中間パネルは、最終的にその下端部を前記保持部材の上方へ抜き出して取
り外す必要があるため、交換対象となる中間パネルの上端縁部が嵌っている前記ガイドレ
ールまたは前記取付部材を当該中間パネルから上方へ抜き取る作業が必要となる。
【００１８】
　このため、欄干パネル（中間パネル）の交換作業に相当な時間を要するものとなってい
る。
【００１９】
　そこで、本願の発明者は、欄干パネルをその下端部でトラスに固定する固定器具として
、欄干パネルの固定が解除された状態では、前記下端部の前記走行路側前方が開放される
ような構成とした固定器具を有するエスカレータを創作し、先に出願した。
【００２０】
　これによれば、中間パネル上端部に設けられた被固定部材であるガイドレールや取付部
材の当該中間パネルに対する固定が解除されて、中間パネルの上端縁部が前記被固定部材
に当該中間パネルの厚み方向に遊びを持って嵌った状態となっていれば、中間パネルの下
端部を前記走行路側に振った後、下方へ移動させることにより、当該中間パネルを前記被
固定物および前記固定器具から取り外すことができる。
【００２１】
　よって、中間パネルの交換のために、交換対象となる中間パネルの上端縁部に嵌ってい
る被固定部材であるガイドレールまたは取付部材を当該中間パネルから上方へ抜き取る作
業を余儀なくされる固定器具を備えた上記従来のエスカレータと比較して、中間パネルの
交換に要する時間を可能な限り短縮できる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００２２】
【特許文献１】特開２０１１－１７３７１１号公報
【特許文献２】特開２００７－６２８６７号公報
【特許文献３】特開平５－１６２９６４号公報
【特許文献４】特開平５－２０１６７７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２３】
　しかしながら、ニューエルパネルの場合、その上端縁部に固定されている取付部材また
はガイドレール、さらに円弧状縁部に固定されている取付部材またはガイドレールの固定
が解除され、下端部を支持する固定器具の固定が解除されても、円弧状縁部が嵌め込まれ
ている取付部材またはガイドレールが障害となって、ニューエルパネルの下端部を前記走
行路側に振ることができない。
【００２４】
　このため、ニューエルパネルを取り外す際には、結局、円弧状縁部が嵌め込まれている
被固定部材である取付部材またはガイドレールを、ニューエルパネルから抜き取る必要が
生じる。
【００２５】
　上記した課題に鑑み、本発明は、複数の欄干パネルの内、それらの両端に設けられた端
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部欄干パネルをも効率的に取り外すことのできるエスカレータを提供することを第１の目
的とする。
【００２６】
　本発明の第２の目的は、そのようなエスカレータにおける端部欄干パネルの取外し方法
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００２７】
　上記第１の目的を達成するため、本発明に係るエスカレータは、循環走行して乗客を搬
送する無端搬送体と、前記無端搬送体の走行路に沿って列設された複数枚の欄干パネルと
、前記欄干パネル各々をその下端部でトラスに固定する固定器具と、前記欄干パネル各々
の上端縁部に固定された第１の被固定部材と、前記複数枚の欄干パネルの内、列設方向に
おける一端に設けられ、水平方向に張り出した円弧状縁部を有する端部欄干パネルの当該
円弧状縁部に固定された第２の被固定部材とを備え、前記固定器具は、前記欄干パネルの
下端面を支持する支持部と、前記下端部の前記走行路とは反対側の主面部分と対向する受
け面を含み、前記トラスに固定された固定ブラケットと、当該欄干パネルの前記下端部を
介して前記受け面と対向し当該下端部を前記受け面に向かって圧接する圧接部材が取り付
けられた対向部を含む可動ブラケットとを含み、前記欄干パネルの固定が解除された状態
では、当該欄干パネルにおける前記下端部の前記走行路側前方が開放されるように、前記
可動ブラケットが前記固定ブラケットに取り付けられた構成を有していて、前記第１およ
び第２の被固定部材は、それぞれ、前記縁部が嵌め込まれた溝部を含み、当該第１および
第２の被固定部材の前記欄干パネルに対する固定が解除された状態において、前記縁部が
前記溝部に当該欄干パネルの厚み方向に遊びを持って嵌った状態とされ、前記端部欄干パ
ネルに隣接する隣接欄干パネルが前記固定器具および前記第１の被固定部材から取り外さ
れると、取り外された隣接欄干パネルが存した領域へと、前記端部欄干パネルを少なくと
も前記円弧状縁部が前記第２の被固定部材の溝部から抜け出せる距離分、スライドさせる
ことができるような形状に前記隣接欄干パネルが形成されていることを特徴とする。
【００２８】
　また、前記無端搬送体と同期して循環走行する、無端ベルト状をした移動手摺を有し、
前記隣接欄干パネルは、前記移動手摺が水平に走行する区間とこれに隣接してカーブする
走行区間にまたがって設置されており、前記隣接欄干パネルは、前記カーブする区間に対
応する湾曲部と前記水平に走行する区間に対応するストレート部とを有し、前記ストレー
ト部の水平方向の長さに当該隣接欄干パネルと前記端部欄干パネルとの間の隙間長を加え
た長さが、少なくとも前記距離分の大きさとなるように前記水平方向の長さと前記隙間長
とが設定されていることを特徴とする。
【００２９】
　あるいは、前記隣接欄干パネルは、垂直方向に長い長方形をしていることを特徴とする
。
【００３０】
　この場合に、前記隣接欄干パネル以外の前記欄干パネルはガラス製であり、前記隣接欄
干パネルは、当該隣接欄干パネル以外の欄干パネルとは色または質感の異なるガラス製、
あるいは金属製であることを特徴とする。
【００３１】
　さらに、くさび部材と、締付ねじと、を有し、前記溝部は、その底部両側に第１の壁面
と第２の壁面とを有し、第１の壁面は前記欄干パネルの第１の主面に平行であり、第２の
壁面は前記底部からの高さが高くなる程、前記欄干パネルの第２の主面との間隔が広くな
るよう当該第２の主面に対し傾斜しており、前記くさび部材は、前記第２の主面と前記第
２の壁面との間に設けられており、当該第２の主面と対向する押圧面と当該第２の壁面に
沿った斜面とを含み、前記溝部の深さ方向に貫通するねじ挿通孔を有し、前記被固定部材
には、当該ねじ挿通孔に対応する雌ねじが前記溝部の深さ方向に形成されていて、前記締
付ねじは、前記ねじ挿通孔に前記溝部の開口側から挿入され、前記雌ねじに螺合しており



(7) JP 2017-121991 A 2017.7.13

10

20

30

40

50

、当該締付ねじの締め付けにより、前記くさび部材の前記斜面が前記第２の壁面に案内さ
れて、当該くさび部材が前記第２の主面に向かって押圧され、前記押圧面と前記第１の壁
面とで、前記欄干パネルの前記縁部が締め付けられて、前記被固定部材が当該欄干パネル
に固定されていることを特徴とする。
【００３２】
　上記第２の目的を達成するため、本発明に係る、エスカレータにおける端部欄干パネル
の取外し方法は、上記のエスカレータにおける、前記端部欄干パネルの取外し方法であっ
て、前記隣接欄干パネルに対応する前記第１の被固定部材と前記端部欄干パネルに対応す
る前記第２の被固定部材の固定を解除すると共に、前記隣接欄干パネルを前記トラスに固
定する前記固定器具および前記端部欄干パネルを前記トラスに固定する前記固定器具の固
定を解除する固定解除ステップと、前記隣接欄干パネルを取り外す隣接欄干パネル取外し
ステップと、前記端部欄干パネルを、取り外された前記隣接欄干パネルが存した領域へと
スライドさせるスライドステップと、前記端部欄干パネルを取り外す端部欄干パネル取外
しステップと、を含むことを特徴とする。
【発明の効果】
【００３３】
　上記の構成からなるエスカレータによれば、前記欄干パネルをその下端部でトラスに固
定する固定器具による固定が解除されると、前記下端部の前記走行路側前方が開放される
。また、当該欄干パネルの上端縁部が嵌め込まれた溝部を有し、当該上端縁部に固定され
た第１の被固定部材の固定が解除されると、前記上端縁部が前記溝部に前記欄干パネルの
厚み方向に遊びを持って嵌った状態となる。これにより、列設された複数枚の欄干パネル
の内、列設方向における一端に設けられた端部欄干パネルに隣接する隣接欄干パネルは、
その下端部を前記走行路側に振って、下方へ移動させることにより、前記第１の被固定物
および当該隣接欄干パネルに対応する前記固定器具から取り外すことができる。
【００３４】
　当該隣接欄干パネルが取り外され、前記端部欄干パネルをその下端部でトラスに固定す
る固定器具による固定が解除されると共に、円弧状縁部が嵌め込まれた溝部を有し当該円
弧状縁部に固定された第２の被固定部材の固定が解除されると、当該端部欄干パネルは、
取り外された前記隣接欄干パネルが存した領域へと、前記円弧状縁部が当該第２の被固定
部材の溝部から抜け出せるまでスライドさせることができる。これにより、当該端部欄干
パネルは、前記隣接欄干パネルと同様にして、取り外すことができる。
【００３５】
　以上の説明から明らかなように、端部欄干パネルの円弧状縁部が嵌め込まれている被固
定部材（上記従来の例では、取付部材またはガイドレール）を当該端部欄干パネルから抜
き取ることなく、前記端部欄干パネルを取り外すことができる。よって、複数の欄干パネ
ルの内、それらの両端に設けられた端部欄干パネルをも効率的に取り外すことができる。
【００３６】
　また、本発明に係る、エスカレータにおける端部欄干パネルの取外し方法によれば、端
部欄干パネルは、取り外された隣接欄干パネルが存した領域へとスライドされた後、取り
外されるため、上記エスカレータに係る発明と同様の効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】実施形態１に係るエスカレータの概略構成を示す斜視図である。
【図２】実施形態１に係るエスカレータを構成する欄干の概略構成を示す断面図である。
【図３】（ａ）は、図２におけるＡ部の拡大断面図であり、（ｂ）は紙面に垂直方向にお
ける別の位置で切断し、Ａ部と同じ向きに見た拡大断面図である。
【図４】実施形態１における、（ａ）はくさび部材の正面図、（ｂ）は同下面図、（ｃ）
は同左側面図、（ｄ）はI-I線断面図、（ｅ）はII-II線断面図、（ｆ）はIII-III線断面
図をそれぞれ示している。
【図５】取付部材において、上記くさび部材が設けられる箇所の、（ａ）は上から見た図
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を、（ｂ）は図３（ａ）におけるＢ-Ｂ線断面図を、（ｃ）はVI-VI線断面図を、（ｄ）は
V-V線断面図を、（ｅ）はIV-IV線断面図をそれぞれ示している。
【図６】欄干パネルに対する取付部材の固定が解除された状態における、（ａ）は図３（
ａ）と同じ位置で切断した拡大断面図であり、（ｂ）は図３（ｂ）と同じ位置で切断した
拡大断面図である。
【図７】欄干パネルに対する取付部材の固定を解除する方法を説明するための図である。
【図８】実施形態１における固定器具において、（ａ）は欄干パネルを固定保持した状態
における斜視図であり、（ｂ）は（ａ）に示す状態から可動ブラケットを固定ブラケット
に対してスライドさせた状態を示す斜視図である。
【図９】実施形態１における固定器具およびその近傍の拡大図である。
【図１０】実施形態１における固定器具において、欄干パネルの固定が解除された状態を
示す斜視図である。
【図１１】実施形態１での、欄干パネルの交換作業途中の状態を示す図である。
【図１２】（ａ）は列設された複数の欄干パネルの内の片方の端にある端部欄干パネルを
示す図であり、（ｂ）は前記端部欄干パネルに隣接する隣接欄干パネルを示す図であり、
（ｃ）は前記端部欄干パネルと隣接欄干パネルが固定器具で支持され、両欄干パネルに取
付部材が固定されている様子を示す図である。
【図１３】上記端部欄干パネルの取外し手順、および取付け手順を説明するための図であ
る。
【図１４】上記端部欄干パネルの取外し手順、および取付け手順を説明するための図であ
る。
【図１５】（ａ）は変形例において、端部欄干パネルと隣接欄干パネルが固定器具で支持
され、両欄干パネルに取付部材が固定されている様子を示す図であり、（ｂ）は当該隣接
欄干パネルを示す図である。
【図１６】実施形態２に係るエスカレータにおける欄干上端部を示す断面図である。
【図１７】実施形態３に係るエスカレータの固定器具において、（ａ）は欄干パネルを固
定保持した状態における斜視図であり、（ｂ）は欄干パネルの固定が解除された状態を示
す斜視図である。
【図１８】（ａ）は、実施形態４における固定器具の一部の概略構成を示す斜視図であり
、（ｂ）は、当該固定器具の構成部材である可動ブラケットの概略構成を示す斜視図であ
る。
【図１９】（ａ）は、実施形態４における固定器具において、固定が解除された状態を示
す斜視図であり、（ｂ）は、実施形態４の変形例に係る固定器具の構成部材である固定ブ
ラケットの概略構成を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００３８】
　以下、本発明に係るエスカレータの実施形態について、図面を参照しながら説明する。
なお、図２、図９、および図１１においては、煩雑さを避けるため、断面であることを示
すハッチングは省略している。
【００３９】
＜実施形態１＞
　図１に示すように、実施形態１に係るエスカレータ１０は、環状に連結されて循環走行
し、乗客を搬送する無端搬送体である複数の踏段１２を有する。踏段１２の走行路ＲＷの
両側には、欄干１４，１６が設置されている。なお、図１において、欄干１４，１６に設
けられた後述の照明器具３２は省略している。
【００４０】
　欄干１４，１６の各々は、走行路ＲＷに沿って列設された複数の欄干パネル１１,１３,
１５,１７,１９，２１，２３，２５，２７，２９，３１を有する（図１において、欄干パ
ネルは、片側の欄干１４を構成する欄干パネルのみに符号を付している。）。欄干パネル
１１，...，３１の各々は、例えば、ガラス製であり、強化板ガラスの片面に飛散防止フ
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ィルムが貼着されてなるものである。ここで、複数の欄干パネル１１，...，３１の内、
列設方向において両端部に設けられた端部欄干パネルを特に区別する必要がある場合、当
該端部欄干パネルを「ニューエルパネル１１，３１」と称し、ニューエルパネル１１，３
１以外の欄干パネルを「中間パネル１３，...，２９」と称することとする。
【００４１】
　欄干パネル１１，...，３１の外周には、ガイドレール（図１では不図示）に案内され
、踏段１２と同じ向きに同じ速度で循環走行する無端ベルト状をした移動手摺２０，２２
がそれぞれ設けられている。前記ガイドレールに案内される移動手摺２０，２２は、欄干
パネル１１，...，３１の上端縁に沿って走行する区間（乗客が掴む区間）では、水平方
向に走行した後、カーブして直線的に斜行し、またカーブして再び水平方向に走行する。
【００４２】
　エスカレータ１０は、例えば、建築物内の階下のフロアＤＳと階上のフロアＵＳとの間
に架け渡されて設置されている。エスカレータ１０は、踏段１２の走行の向きが切り替え
られて、昇り用あるいは下り用として用いられ、踏段１２に乗った乗客が、階下のフロア
ＤＳから階上のフロアＵＳ、あるいは階上のフロアＵＳから階下のフロアＤＳへと搬送さ
れる。
【００４３】
　エスカレータ１０が昇り用として用いられる際に、踏段１２によって搬送される乗客の
進行方向に向かって左側となる移動手摺２０とこれに近接して立体交差する階下の天井Ｄ
Ｃ部分（交差部）には、法令で規定された保護板（固定保護板）２４が設置されている。
保護板２４は、乗客の身体の一部が移動手摺２２と天井ＤＣとの間に挟みこまれてしまう
といった事故を未然に防止する目的で設置されている。
【００４４】
　次に、欄干１４，１６について説明する。欄干１４と欄干１６とは、走行路ＲＷを挟ん
で対称的に設置されていて、基本的には、同じ構成を有している。よって、欄干１４を代
表に説明し、欄干１６についての説明は省略することとする。
【００４５】
　欄干１４を構成する複数枚の欄干パネル１１，...，３１の各々は、その下端部が、走
行路ＲＷに沿って設置された、複数台の、図２に示す固定器具２６によってトラス２８に
固定されている。欄干パネル１１，...，３１の１枚当り、そのサイズに応じた台数（２
台～４台）の固定器具２６が用いられる。
【００４６】
　一方、複数枚の欄干パネル１１，...，３１の上端部には、被固定部材である取付部材
３０が複数本、列を成して固定され、取付部材３０を介して照明器具３２が取り付けられ
ている。取付部材３０は、アルミニウムの押出形材からなり、欄干パネル１３の上端縁に
沿って、その複数本が間隔を空けて列設されている。取付部材３０は、移動手摺２０が斜
行する区間においては、直線状をしたものが、カーブする区間では、当該カーブに合わせ
た湾曲部分を有するものが用いられるが、いずれも横断面は略同じ形状をしている。
【００４７】
　ここではニューエルパネル１１に隣接する欄干パネル１３を代表に、これを支持する固
定器具２６等の構成について説明する。
【００４８】
　照明器具３２は、取付部材３０にＬ字アングル部材３４を介して取り付けられたホルダ
３６を有し、ホルダ３６には、蛍光ランプ３８が嵌め込まれている。
【００４９】
　取付部材３０を覆うように、横断面が略「コ」字状をした長尺のフレーム４０が、不図
示のねじによって、取付部材３０に取り付けられている。フレーム４０は、ステンレス鋼
板を板金加工したものである。
【００５０】
　一本のフレーム４０は、一本の取付部材３０よりも長く、複数本の取付部材３０に亘っ
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て、一本のフレーム４０が取り付けられている。これにより、隣接する取付部材３０は、
両者に取り付けられたフレーム４０によって連結されていることになる。
【００５１】
　フレーム４０の開口部には、蛍光ランプ３８を覆うように、合成樹脂からなる半透明の
ランプカバー４２が取り付けられている。
【００５２】
　取付部材３０上部には、フレーム４０を介してガイドレール４４が固定されている。ガ
イドレール４４は、例えば、ステンレス鋼板を板金加工して作製されたものである。ガイ
ドレール４４は、取付部材３０上面に対応する底板部４４Ａを有し、底板部４４Ａがスポ
ット溶接（不図示）等によりフレーム４０に接合されている。ガイドレール４４は、また
、底板部４４Ａの両端縁から上方へ立ち上がった縦板部４４Ｂ，４４Ｃと、縦板部４４Ｂ
，４４Ｃの上端から外方へ張り出したフランジ部４４Ｄ，４４Ｅとを有する。
【００５３】
　ガイドレール４４において、両フランジ部４４Ｄ，４４Ｅに移動手摺２０が取り付けら
れている。
【００５４】
　上記のようにして、照明器具３２やガイドレール４４が設けられた取付部材３０の欄干
パネル１３上端縁部への固定構造について、図３を参照しながら説明する。なお、図３（
ａ）は、後述する締付ねじ６０の軸心を含む平面で切断した図であり、図３（ｂ）は、後
述する六角穴付ボルト６２の軸心を含む平面で切断した図である。
【００５５】
　図３に示すように、取付部材３０は、欄干パネル１３の端縁に沿った溝部４６を有し、
溝部４６に欄干パネル１３の縁部（本例では、上端縁部）が嵌め込まれている。
【００５６】
　溝部４６の第１壁面４６Ａは、欄干パネル１３の第１主面１３Ａに平行に形成されてい
る。第１壁面４６Ａに対向する第２壁面４６Ｂは、溝部４６の底部４６Ｃからの高さが高
くなる程（本例では、下方へ行くほど）欄干パネル１３の第２主面１３Ｂとの間隔が広く
なるよう第２主面１３Ｂに対し傾斜した面に形成されている。ここで、第２主面１３Ｂが
走行路ＲＷに面している側の主面である（図２）。
【００５７】
　欄干パネル１３の上端縁部には、欄干パネル１３を保護する保護部材４８が被せられて
いる。保護部材４８は、横断面が略「コ」字状をした、ゴム製の押出成形材からなるクッ
ションゴム５０とこれよりも一回り大きな略「コ」字状の横断面を有する薄板状の金属カ
バー５２とからなる。金属カバー５２には、例えば、ステンレス鋼が用いられる。
【００５８】
　欄干パネル１３の第２主面１３Ｂと溝部４６の第２壁面４６Ｂとの間には、くさび部材
５４が設けられている。くさび部材５４は、金属材料（例えば、ステンレス鋼）、または
硬質の合成樹脂からなる。
【００５９】
　図４に示すように、くさび部材５４は、全体的に直角三角形状をした横断面を有する棒
状をしている。くさび部材５４は、一つの取付部材３０に対し、複数本が間隔を空けて用
いられる。
【００６０】
　くさび部材５４は、図３に示す状態で、欄干パネル１３の第２主面１３Ｂと対向する押
圧面５４Ａと、溝部４６の第２壁面４６Ｂに沿った斜面５４Ｂとを含む。略直角三角形状
をした両側面以外の残りの面を下面５４Ｃと称することとする。
【００６１】
　図４に示すように、くさび部材５４の長さ方向中央部には、溝部４６（図３）の深さ方
向（本例では、上下方向）に貫通するねじ挿通孔５４Ｄが開設されている。ねじ挿通孔５
４Ｄは、図３に示す状態において、平面視で、欄干パネル１３の厚み方向に長い長孔であ
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る。
【００６２】
　くさび部材５４の長さ方向において、ねじ挿通孔５４Ｄの両側には、前記深さ方向（本
例では、上下方向）に貫通する雌ねじ５４Ｅ、５４Ｆが形成されている。
【００６３】
　両雌ねじ５４Ｅ，５４Ｆのさらに両側には、後述する六角穴付ボルト６２が挿入される
挿通孔５４Ｇ、５４Ｈが開設されている。両挿通孔５４Ｇ，５４Ｈは、ねじ挿通孔５４Ｄ
と同様の長孔である。
【００６４】
　上記の構成からなるくさび部材５４が設けられる取付部材３０部分について、図５を参
照しながら説明する。
【００６５】
　取付部材３０には、くさび部材５４のねじ挿通孔５４Ｄ（図３(ａ)、図４）に対応させ
て、前記深さ方向（本例では、上下方向）に雌ねじ３０Ａが形成されている。
【００６６】
　取付部材３０の長さ方向において、雌ねじ３０Ａの両側には、くさび部材５４の挿通孔
５４Ｇ，５４Ｈ（図３(ｂ)、図４）に対応させて、前記深さ方向（本例では、上下方向）
に雌ねじ３０Ｂ、３０Ｃが形成されている。雌ねじ３０Ｂ，３０Ｃの上側の開口側には、
図５（ａ）、（ｃ）に示すように、深ざぐりがなされている。
【００６７】
　取付部材３０の、くさび部材５４が設けられる部分において、雌ねじ３０Ａ，３０Ｂ，
３０Ｃが形成されている箇所以外は、V-V線断面図に代表されるように、第２壁面４６Ｂ
は平坦な面になっている。なお、V-V線断面図は、くさび部材５４の雌ねじ５４Ｅ，５４
Ｆ（図４(ａ)）に対応する位置で切断した断面図である。
【００６８】
　図３に戻り、欄干パネル１３上端縁部への取付部材３０の固定態様について説明する。
図３（ａ）に示すように、平座金５６、ばね座金５８が嵌められた締付ねじ６０が、くさ
び部材５４のねじ挿通孔５４Ｄに、溝部４６の開口側（本例では、下側）から挿入され、
取付部材３０の雌ねじ３０Ａに螺合している。締付ねじ６０には、例えば、低頭六角穴付
ボルトが用いられる。
【００６９】
　図３（ａ）、（ｂ）は、締付ねじ６０の締め付けにより、取付部材３０が欄干パネル１
３に固定されている状態を示している。締付ねじ６０が締め付けられると、くさび部材５
４は、その斜面５４Ｂが取付部材３０の第２壁面４６Ｂに案内されて斜行し、欄干パネル
１３の第２主面１３Ｂに向かって押圧される。これにより、くさび部材５４の押圧面５４
Ａと取付部材３０の第１壁面４６Ａとで欄干パネル１３の上端縁部が締め付けられて（挟
持されて）、取付部材３０が欄干パネル１３に固定されることとなる。
【００７０】
　取付部材３０の雌ねじ３０Ｂ，３０Ｃ（図５(ａ),(ｂ),(ｃ)）の各々には、バー部材と
して六角穴付ボルト６２（以下、単に「ボルト６２」と言う。）がねじ込まれており、そ
の頭部とは反対側のねじ部部分は、くさび部材５４の挿通孔５４Ｇ，５４Ｈに挿入されて
いる。
【００７１】
　取付部材３０に設けたボルト６２とくさび部材５４に開設された挿通孔５４Ｇ，５４Ｈ
とは、締付ねじ６０を締め付ける際および後述するように弛める際に、くさび部材５４が
締付ねじ６０の軸心周りに回転するのを規制する規制手段として機能する。
【００７２】
　締付ねじ６０を回すと、締付ねじ６０が螺入されているくさび部材５４は、締付ねじ６
０との間に生じる摩擦力によって、締付ねじ６０の軸心周りに回転しようとする。この場
合、何らの手当てをしないと、くさび部材５４両端が周囲の部材にぶつかって、当該部材
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を損傷するおそれがある。
【００７３】
　そこで、周囲の部材にぶつかる迄回転する手前で、挿通孔５４Ｇ，５４Ｈの内壁にボル
ト６２を当接させて、それ以上回転するのを規制しているのである。
【００７４】
　なお、当該規制手段として用いるバー部材は、ボルト６２に限らず、例えば、ピンを用
いても構わない。
【００７５】
　取付部材３０の欄干パネル１３に対する固定は、締付ねじ６０を弛めることによって解
除される。締付ねじ６０を弛めると、締付ねじ６０は下方へ螺進する。その結果、締付ね
じ６０（の頭部）が、くさび部材５４を第２壁面４６Ｂに押圧する押圧力が解消され、ひ
いては、くさび部材５４が欄干パネル１３の第２主面１３Ｂに向かって押圧される押圧力
が解消される。これにより、くさび部材５４は、手で引き落とすことができるようになる
。
【００７６】
　引き落とすと、図６（ａ）に示すように、くさび部材５４は、その下面５４Ｃが平座金
５６と当接するまで落下する。もっとも、締付ねじ６０を雌ねじ３０Ａから抜き去ってし
まうと、くさび部材５４も取付部材３０から取り外されることとなる。
【００７７】
　ところで、くさび部材５４の保護部材４８に対する食い込みの態様によっては、締付ね
じ６０を弛めても、手だけでは、くさび部材５４を引き落とせない可能性がある。この場
合、くさび部材５４の左右の側面（紙面に垂直な方向における両端面）などを金属棒など
で叩くなどすると、その衝撃でくさび部材５４が弛んで、くさび部材５４を落下させるこ
とができなくもないが、確実な方法とは言えない。
【００７８】
　そこで、このような場合に、本実施形態では、弛めねじ６４を用いる。弛めねじ６４を
用いた方法について、図７を参照しながら説明する。図７は、くさび部材５４の雌ねじ５
４Ｅ（図４）の軸心を含む平面で切断したくさび部材５４の横断面を含む断面図である。
【００７９】
　締付ねじ６０（図３(ａ)）を弛めた状態で、弛めねじ６４を雌ねじ５４Ｅの下側の開口
部から螺合させる。弛めねじ６４には、例えば、図示のような、比較的長めの六角穴付ボ
ルトが用いられる。
【００８０】
　弛めねじ６４をねじ込んで行くと、弛めねじ６４は上向きに螺進し、その先端が取付部
材３０の第２壁面４６Ｂに当接する。当接後も弛めねじ６４をねじ込むと、弛めねじ６４
はこれ以上螺進できないため、くさび部材５４に対し相対的に下向きに螺進させようとす
る力が作用する。その結果、くさび部材５４は、下向きに移動する。これによってくさび
部材５４が弛んだ場合、締付ねじ６０が雌ねじ３０Ａから外れているときには、くさび部
材５４は、弛めねじ６４がねじ込まれた状態で、取付部材３０から取り外されることとな
る。
【００８１】
　なお、弛めねじ６４は、くさび部材５４に常時螺合されているものではなく、欄干パネ
ル１３を取り外すときだけに用いられるものである。
【００８２】
　また、上記実施形態では、締付ねじ６０と弛めねじ６４として六角穴付ボルトを用いた
が、これに限らず、六角ボルトを用いても構わない。あるいは、十字穴付ねじを用いても
構わない。
【００８３】
　以上説明したように、欄干パネル１３の上端縁部に嵌め込まれた溝部４６の第２壁面４
６Ｂと欄干パネル１３の第２主面１３Ｂとの間に設けられたくさび部材５４において、溝
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部４６の深さ方向（本例では、上下方向）に貫通するねじ挿通孔５４Ｄに、溝部４６の開
口側（本例では、下方側）から挿入され、取付部材３０に形成された雌ねじ３０Ａに螺合
された締付ねじ６０を弛めると、取付部材３０の欄干パネル１３の上端縁部に対する固定
が解除される。すなわち、取付部材３０に対し、その下方から取付部材３０の固定の解除
ができるため、取付部材３０に対し、その上方に取り付けられている部材（本例では、ガ
イドレール４４）を取り外す必要が無い。
【００８４】
　取付部材３０の固定が解除されると、欄干パネル１３の上端縁部が取付部材３０の溝部
４６に欄干パネル１３の厚み方向に遊びを持って嵌った状態となる。このようになると、
後述するように、欄干パネル１３の下端部の固定が解除された状態で欄干パネル１３下端
部の、踏段１２の走行路ＲＷ側前方が開放されていれば、欄干パネル１３を取り外すこと
ができる。
【００８５】
　そのような固定構造とした固定器具２６について説明する。図８に示すように、固定器
具２６は、固定ブラケット６６と可動ブラケット６８とを有する。
【００８６】
　固定ブラケット６６は、受け部材７０と後述する複数の（本例では、４個の）規制部材
９２，９４，９６，９８とを含む
【００８７】
　受け部材７０には、本例ではＺ形鋼が用いられる。受け部材７０には支持板７４が溶接
（例えば、隅肉溶接）により接合されている（溶接ビードについては不図示）。
【００８８】
　図２に示すように、トラス２８には、Ｌ形アングル材７６がボルト７８・ナット８０に
よって固定されている。Ｌ形アングル材７６には、図８に示すように、長孔７６Ａが開設
されており、ボルト７８は長孔７６Ａおよびトラス２８に開設された貫通孔（不図示）に
挿入されて、ナット８０とでＬ形アングル材７６をトラス２８に固定している。なお、図
８において、トラス２８とボルト７８・ナット８０は図示していない。
【００８９】
　トラス２８に固定されたＬ形アングル材７６のトラス２８から垂直に立ち上がった壁部
７６Ｂと支持板７４とがボルト８２・ナット（ナットは、図には現れていない）によって
締結されている。
【００９０】
　これにより、受け部材７０（固定ブラケット６６）は支持板７４とＬ形アングル材７６
を介してトラス２８に取り付けられている（固定されている。）。
【００９１】
　図８に戻り、受け部材７０には、複数の（本例では、４個の）軸支部材８４，８６，８
８，９０が溶接（例えば、隅肉溶接）により接合されている（溶接ビードについては不図
示）。軸支部材８４は、図２に示すように、Ｌ字状をした板体からなり、縦板部８４Ａに
おいて受け部材７０に接合されている。また、軸支部材８４の横板部８４Ｂの先端部分に
は、図８に示すように、その厚み方向に軸孔８４Ｃが開設されている。
【００９２】
　他の３個の軸支部材８６，８８，９０は受け部材７０の長手方向に間隔を空けて配され
ている。軸支部材８６，８８，９０の各々は軸支部材８４と略同様の形状をし、受け部材
７０に軸支部材８４と同様に接合されている。すなわち、軸支部材８６，８８，９０は、
その縦板部（軸支部材８６，８８，９０の縦板部は図に現れていない）において受け部材
７０に接合されており、横板部８６Ｂ，８８Ｂ，９０Ｂの先端部分には、その厚み方向に
軸孔８６Ｃ，８８Ｃ，９０Ｃが開設されている。なお、４個の軸孔８４Ｃ，８６Ｃ，８８
Ｃ，９０Ｃは同軸上に開設されている。
【００９３】
　軸支部材８４，８６，８８，９０の各々に隣接して、規制部材９２，９４，９６，９８
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がそれぞれ設けられている。規制部材９２は、図９に示すように、軸支部材８４（図２）
において、その横板部８４Ｂ（図２）を短縮したような形状をしている。図８に戻り、規
制部材９２，９４，９６，９８の各々は、その縦板部９２Ａ，９４Ａ，９６Ａ，９８Ａが
受け部材７０に対し、軸支部材８４と同様に接合されている。
【００９４】
　規制部材９２，９４，９６，９８各々の横板部９２Ｂ，９４Ｂ，９６Ｂ，９８Ｂにおけ
る先端面の各々は、後述する回動アーム１３２，１３４，１３６，１３８各々の回動を規
制する規制面９２Ｃ，９４Ｃ，９６Ｃ，９８Ｃとなる（図８（ｂ））。
【００９５】
　図１０に示すように、受け部材７０の下端部７０Ａの下面の長さ方向における両端部に
は、雌ねじ（不図示）が形成されたブロック部材１００，１０２が接合されている。下端
部７０Ａには、当該雌ねじに対応する貫通孔７０Ｂ，７０Ｃが開設されている。前記雌ね
じには、下方から高さ調整ボルト１０４，１０６が螺入されていて、その先端が貫通孔７
０Ｂ，７０Ｃから僅かに突出している。高さ調整ボルト１０４，１０６には、弛み止めナ
ット１０８，１１０が螺合されている。
【００９６】
　受け部材７０の下端部７０Ａの上面の両端部には、平板状をしたゴムなどの弾性部材か
らなるクッション部材であるクッションパッド１１２，１１４が貼着されている。
【００９７】
　図８に戻り、可動ブラケット６８は、対向部材７２と後述する複数の（本例では、４個
の）回動アーム１３２，１３４，１３６，１３８とを含む。
【００９８】
　対向部材７２には、本例ではＬ形鋼（不等辺山形鋼）が用いられる。
【００９９】
　対向部材７２の長辺部７２Ａには、その厚み方向に貫通する雌ねじ（不図示）が複数個
、形成されており、当該雌ねじの各々には、圧接部材である圧接ボルト１１６，１１８，
１２０，１２２が螺入されている。また、圧接ボルト１１６，１１８，１２０，１２２の
各々には、弛み止めナット１２４，１２６，１２８，１３０がそれぞれ螺合されている。
【０１００】
　対向部材７２には、また、規制部材９２，９４，９６，９８の各々に対応させて回動ア
ーム１３２，１３４，１３６，１３８が接合されている。回動アーム１３２，１３４，１
３６，１３８の各々は、略角棒状をしていて、全長の半分程度を対向部材７２の長辺部７
２Ａに重ねた状態で対向部材７２に溶接（例えば、隅肉溶接）により接合されている（溶
接ビードについては不図示）。
【０１０１】
　回動アーム１３２，１３４，１３６，１３８の対向部材７２との接合部とは反対側の端
部部分には軸孔１３２Ａ，１３４Ａ，１３６Ａ，１３８Ａが開設されている。４個の軸孔
１３２Ａ，１３４Ａ，１３６Ａ，１３８Ａは、同軸上に開設されている。また、軸孔１３
２Ａ，１３４Ａ，１３６Ａ，１３８Ａは、軸支部材８４，８６，８８，９０の軸孔８４Ｃ
，８６Ｃ，８８Ｃ，９０Ｃと同じ径を有している。
【０１０２】
　回動アーム１３２，１３４，１３６，１３８の各々において、軸孔１３２Ａ，１３４Ａ
，１３６Ａ，１３８Ａの近傍には、後述するように、規制面９２Ｃ，９４Ｃ，９６Ｃ，９
８Ｃと当接する当接面１３２Ｂ，１３４Ｂ，１３６Ｂ，１３８Ｂが形成されている。
【０１０３】
　軸支部材８４，８６の軸孔８４Ｃ，８６Ｃと回動アーム１３２，１３４の軸孔１３２Ａ
，１３４Ａには、第１シャフト１４０が遊挿されており、軸支部材８８，９０の軸孔８８
Ｃ，９０Ｃと回動アーム１３６，１３８の軸孔１３６Ａ，１３８Ａには、第２シャフト１
４２が遊挿されている。第１シャフト１４０と第２シャフト１４２の両端部には、抜け止
め用のＥ形止め輪１４４，１４６が嵌め込まれている（いずれも、一方の端部側のＥ形止
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め輪は、図に現れていない。）。第１シャフト１４０と第２シャフト１４２とは、図９に
示すように、欄干パネル１３の下端縁よりも下方において、図８（ａ）に示すように、当
該下端縁と平行に設けられている。
【０１０４】
　上記の構成により、可動ブラケット６８は、固定ブラケット６６に対し、第１および第
２のシャフト１４０，１４２によって、その軸心を中心として回動自在、かつ、当該軸心
の方向にスライド自在に連結されている。なお、本例では、可動ブラケット６８と固定ブ
ラケット６６を２本のシャフト（第１および第２のシャフト１４０，１４２）で連結した
が、これに限らず、１本のシャフトで連結しても構わない。すなわち、軸支部材８４，８
６，８８，９０に開設された軸孔８４Ｃ，８６Ｃ，８８Ｃ，９０Ｃと回動アーム１３２，
１３４，１３６，１３８に開設された軸孔１３２Ａ，１３４Ａ，１３６Ａ，１３８Ａの全
てに１本のシャフトを遊挿して、可動ブラケット６８と固定ブラケット６６を連結しても
構わない。
【０１０５】
　可動ブラケット６８は、固定ブラケット６６に対し、少なくとも、図８（ａ）に示す第
１の位置と図８（ｂ）に示す第２の位置との間でスライド自在とされている。
【０１０６】
　第１の位置は、受け部材７０に接合された規制部材９２，９４，９６，９８の規制面９
２Ｃ，９４Ｃ，９６Ｃ，９８Ｃの各々に対向部材７２に接合された回動アーム１３２，１
３４，１３６，１３８の当接面１３２Ｂ，１３４Ｂ，１３６Ｂ，１３８Ｂ（図１０）の各
々が対向する位置である。
【０１０７】
　第２の位置は、固定ブラケット６６に対し、第１の位置（図８(ａ)）から可動ブラケッ
ト６８が第１および第２のシャフト１４０，１４２の軸心方向、矢印Ｃの向きにスライド
して、図８（ｂ）に示すように、当接面１３２Ｂ，１３４Ｂ，１３６Ｂ，１３８Ｂの各々
が規制面９２Ｃ，９４Ｃ，９６Ｃ，９８Ｃの各々に非対向となる位置である。
【０１０８】
　第１の位置では、図９に示すように、可動ブラケット６８の一部である当接面１３２Ｂ
が、第１シャフト１４０の軸心と直交する仮想平面（不図示）内で固定ブラケット６６の
一部である規制面９２Ｃに当接していて、可動ブラケット６８の第１シャフト１４０を中
心とする時計方向の回動が規制される。残りの当接面１３４Ｂ，１３６Ｂ，１３８Ｂも同
様に対応する規制面１３４Ｂ，１３６Ｂ，１３８Ｂに当接していて、これによっても、可
動ブラケット６８の回動が規制されている。
【０１０９】
　固定器具２６は、可動ブラケット６８が第１の位置にある状態で、欄干パネル１３をト
ラス２８に固定する。
【０１１０】
　図２、図９に示すように、欄干パネル１３の下端部と固定ブラケット６６の受け部材７
０における受け面７０Ｄとの間には、長方形状をしたゴムなどからなる弾性部材であるク
ッションシート１４８が挟まれている。クッションシート１４８は、主面が受け面７０Ｄ
と同じ形状をしており、受け面７０Ｄに重ねた状態で、受け面７０Ｄに貼着されている。
【０１１１】
　欄干パネル１３の下端部と圧接ボルト１１６，１１８，１２０，１２２（図２、図９に
は、２本のみが現れている）の先端と間には、圧接板１５０が挟まれている。圧接板１５
０は、長方形をした鋼板と同じ長方形をしたゴムシートとが貼り合わされてなる２層構造
をした板体（図には、当該２層構造を表していない）であり、欄干パネル１３側にゴムシ
ートがあてがわれる形で、挟みこまれている。
【０１１２】
　欄干パネル１３の下端面の一部は、クッションパッド１１２，１１４（図２、図９では
、クッションパッド１１２のみが現れている）上面または高さ調整ボルト１０４，１０６
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の先端と当接していて（本例では、高さ調整ボルト１０４，１０６の先端と当接している
。）、前記下端面はクッションパッド１１２，１１４または高さ調整ボルト１０４，１０
６を介して可動ブラケット６８の受け部材７０における支持部である下端部７０Ａに支持
されている。
【０１１３】
　なお、高さ調整ボルト１０４，１０６は、以下の場合に用いられる。欄干パネル１３を
クッションパッド１１２，１１４に載せた状態で、欄干パネル１３の高さが不足する場合
には、高さ調整ボルト１０４，１０６を上向きに螺進させ、その先端を欄干パネル１３の
下端面に当接させて持ち上げることにより、欄干パネル１３の高さを調整するのである。
【０１１４】
　図２、図９に示す状態で、受け面７０Ｄと対向する対向部材７２の雌ねじ（不図示）に
螺入された（取り付けられた）圧接ボルト１１６，１１８，１２０，１２２（図８(ａ)）
は、強く締め付けられていて、その先端が圧接板１５０を介して欄干パネル１３の下端部
を受け面７０Ｄに向かって圧接することにより、欄干パネル１３は、その下端部でトラス
２８に固定保持されている。圧接ボルト１１６，１１８，１２０，１２２の締め付けによ
り、可動ブラケット６８は固定ブラケット６６に対して、スライド不能となっている。そ
して、圧接ボルト１１６，１１８，１２０，１２２の弛みを防止するため、弛み止めナッ
ト１２４，１２６，１２８，１３０（図８(ａ)）が締め付けられている。
【０１１５】
　上記のように欄干パネル１３を支持する固定器具２６と踏段１２との間には、踏段１２
と僅かな隙間をあけてスカートガード１５２が立設されており、スカートガード１５２の
上端部と欄干パネル１３の下部との間には、当該下部や固定器具２６を覆う内デッキ（不
図示）が設けられている。また、欄干パネル１３を挟んで走行路ＲＷとは反対側には、外
デッキが設けられているのであるが、当該外デッキの図示についても省略する。内デッキ
と外デッキ（いずれも不図示）は、例えば、ステンレス鋼の板体からなり、走行路ＲＷに
沿って複数枚が連設されている。
【０１１６】
　欄干パネル１３の固定器具２６による固定は、以下のようにして解除される。
【０１１７】
　先ず、弛み止めナット１２４，１２６，１２８，１３０（図８(ａ)）を弛めた後、圧接
ボルト１１６，１１８，１２０，１２２（図８(ａ)）を弛める。これにより、可動ブラケ
ット６８は、第１および第２シャフト１４０，１４２の軸心方向にスライド可能となる。
【０１１８】
　可動ブラケット６８を、矢印Ｃの向きに、図８（ｂ）に示す第２の位置までスライドさ
せる。次に、対向部材７２が受け面７０Ｄから遠ざかる向きに回動させ、図１０、図１１
に示す状態とする。すなわち、欄干パネル１３の下端部の走行路ＲＷ側前方（図１１に矢
印Ｆで示す方向）が開放される状態とする。
【０１１９】
　欄干パネル１３の上端縁部の取付部材３０の固定が解除され、欄干パネル１３の上端縁
部が、取付部材３０の溝部４６に欄干パネル１３の厚み方向に遊びを持って嵌った状態と
なっていれば、上述した通り、図１１に一点鎖線で示すように、欄干パネル１３は、その
下部を走行路ＲＷ側へ振ることができる（全体を矢印Ｓの向きに傾けて斜めの姿勢にする
ことができる。）。下部を走行路ＲＷ側に振った状態で、欄干パネル１３をその主面に平
行に下方へ移動させることにより、その上端縁部が取付部材３０からも完全に外れて、欄
干パネル１３が固定器具２６と取付部材３０から取り外されることとなる。なお、欄干パ
ネル１３の取付けおよび取り外しの際には、取付け・取り外し対象の欄干パネル１３に対
応する内デッキ（不図示）とスカートガード１５２（図２、図９）は、予め取り外される
。
【０１２０】
　以上の説明から明らかなように、実施形態１に係るエスカレータ１０によれば、欄干パ
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ネル１３上端縁部の被固定部材である取付部材３０を欄干パネル１３の上方へ抜き取るこ
となく、欄干パネル１３を取付部材３０と固定器具２６から取り外すことができる。
【０１２１】
　欄干パネル１３が取り外された取付部材３０は、上述した通り、これに隣接する取付部
材にフレーム４０によって連結されており、当該隣接する取付部材は対応する欄干パネル
に支えられている。よって、欄干パネル１３が取り外された取付部材３０は、脱落するこ
とはない。
【０１２２】
　欄干パネル上端縁部への取付部材３０の上記した固定構造、および固定器具２６の上記
した構成によれば、中間パネル１３，...，２９のいずれか１枚を交換する必要が生じた
場合、当該交換対象となる中間パネルを単独で取り外すことができる。
【０１２３】
　しかしながら、ニューエルパネル１１，３１については、各々を単独で取り外すことが
できない。その理由について、ニューエルパネル１１を例に、図１２を参照しながら改め
て説明する。なお、図１２（ｃ）は、前記内デッキおよびスカートガード１５２（図２）
が取り外された状態で踏段１２の走行路ＲＷ側（図１、図２）から見た様子を示している
。また、図１２（ｃ）において、固定器具２６は、簡略化して描いており、フレーム４０
（図２）は省略している（図１３、図１４、図１５（ａ）において同様）。固定器具２６
同士は、アルファベットを付して区別することとする。
【０１２４】
　図１２（ａ）に示すように、ニューエルパネル１１は、方形部１１Ｃと半円部１１Ｄと
を有する。半円部１１Ｄにおける円弧状縁部１１Ｅは、ニューエルパネル１１が設置され
た状態において、水平方向に張り出している（図１２（ｃ））。
【０１２５】
　ニューエルパネル１１は、図１２（ｃ）に示すように、方形部１１Ｃの下端部でトラス
（不図示）に固定器具２６Ａによって固定されている。
【０１２６】
　方形部１１Ｃの上端縁部の一部には、取付部材３０が固定されており、前記上端縁部の
残りの部分と円弧状縁部１１Ｅには、取付部材１５４が固定されている。取付部材１５４
は、取付部材３０と同じ横断面を有する押出形材が、ニューエルパネル１１の外周形状に
合わせて曲げ加工されたものである。取付部材１５４は、取付部材３０と横断面形状が同
じなので、以下、取付部材１５４の説明において、取付部材３０の説明に用いた図を参照
する。
【０１２７】
　取付部材１５４は、円弧状縁部１１Ｅにおいては、矢印Ｂ１～Ｂ８で指す位置において
くさび部材５４（図４）によって固定されている。円弧状縁部１１Ｅに対応する取付部材
１５４部分は、同様に円弧状に湾曲している一方、くさび部材５４は直線的な棒状をして
いるが、当該湾曲部分の曲率半径が大きいため、このようなくさび部材５４を用いて、問
題なく取付部材１５４を固定できる。
【０１２８】
　なお、取付部材１５４において円弧状に湾曲している区間には照明器具３２は取付けら
れていない。当該区間において、フレーム４０の照明器具３２が設けられるべき開口部に
は、これを閉塞するカバー（不図示）が設けられている。また、取付部材１５４の下端の
一部が、トラス（不図示）に固定された不図示の基板に支持されている。
【０１２９】
　固定器具２６Ａで支持され、取付部材１５４が固定されたニューエルパネル１１を取り
外すためには、固定器具２６Ａによる固定を解除すると共に、矢印Ｂ１～Ｂ８で示す位置
のくさび部材５４（図に現れていない）を含む全てのくさび部材５４を取り外す。
【０１３０】
　これにより、ニューエルパネル１１において、固定器具２６Ａが設けられている下端部
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部分の走行路ＲＷ側（図１２（ｃ）において紙面手前側）前方が開放された状態になると
共に、ニューエルパネル１１の上端縁部および円弧状縁部１１Ｅが取付部材３０および取
付部材１５４の溝部４６にニューエルパネル１１の厚み方向に遊びを持って嵌った状態と
なる。
【０１３１】
　しかし、この状態で、ニューエルパネル１１の下部を走行路ＲＷ側（紙面手前側）に振
ろうとしても、円弧状縁部１１Ｅ（特に、円弧状縁部１１Ｅの下半分）が嵌っている取付
部材１５４の溝部４６の第２壁面４６Ｂ（図６）部分が障害となって、振ることができな
いため、ニューエルパネル１１を取り外すことができない。
【０１３２】
　そこで、本実施形態においては、欄干パネルの構成(形状)を工夫すると共に、下記する
取外し方法によって、ニューエルパネルの取外しを容易にした。
【０１３３】
　ニューエルパネル１１に隣接する欄干パネル１３（以下、他の欄干パネルと区別する場
合は「隣接欄干パネル１３」と称する。）を、移動手摺２０がカーブする区間に対応する
湾曲部１３Ｃと水平に走行する区間に対応するストレート部１３Ｄとで構成した。ストレ
ート部１３Ｄの水平方向の長さＤ１については後述する。
【０１３４】
　隣接欄干パネル１３は、固定器具２６Ｂ、２６Ｃによってその下端部が支持されている
。また、隣接欄干パネル１３の上端縁部には取付部材３０が固定されている。隣接欄干パ
ネル１３は、ニューエルパネル１１と距離Ｄ２の隙間をあけて設置されている。
【０１３５】
　上記の構成におけるニューエルパネル１１の取外し・取付方法（交換方法）について説
明する。
【０１３６】
　（i）隣接欄干パネル固定解除ステップ
　固定器具２６Ｂ，２６Ｃによる隣接欄干パネル１３の固定を解除する（図１３（ａ））
と共に、隣接欄干パネル１３の上端縁部に固定されている取付部材３０の固定を解除する
。
【０１３７】
　（ii）隣接欄干パネル取外しステップ
　隣接欄干パネル１３を取り外す（図１０、図１１）。隣接欄干パネル１３が取り外され
た状態を図１３（ｂ）に示す。
【０１３８】
　（iii）ニューエルパネル固定解除ステップ
　固定器具２６Ａによるニューエルパネル１１の固定を解除する（図１３（ｂ））と共に
、ニューエルパネル１１に固定されている取付部材３０および取付部材１５４の固定を解
除する。
【０１３９】
　（iv）ニューエルパネルスライドステップ
　ニューエルパネル１１を図１３（ｂ）に示す矢印ＨＬの向きにスライドさせる。すなわ
ち、取り外された隣接欄干パネル１３が存した領域へと、水平方向にスライドさせる。ス
ライド完了後の状態を図１４（ａ）に示す。
【０１４０】
　ニューエルパネル１１は、固定器具２６Ａと固定器具２６Ｂの両方の下端部７０Ａ（図
１０）に載置された状態となっている。また、ニューエルパネル１１の円弧状縁部１１Ｅ
は、取付部材１５４の円弧状部の溝部４６（図６等）から抜け出している。よって、この
状態であれば、溝部４６の第２壁面４６Ｂ（図６）部分が障害となることなく、ニューエ
ルパネル１１の下部を走行路ＲＷ側（紙面手前側）に振ることができる。
【０１４１】
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　従来、一般的に、端部欄干パネルは、移動手摺が円弧状の軌道を描いて走行方向を変え
る領域から水平方向に移動し、カーブする領域に亘って、１枚のパネルで構成されている
。このような形状をした従来一般の端部欄干パネルを採用すると、固定器具２６による固
定を解除し、取付部材３０，１５４の固定を解除しても、当該端部欄干パネルは、スライ
ドする余地がない。このため、結局、端部欄干パネルを取り外すためには、取付部材３０
，１５４を当該端部欄干パネルから抜き取る作業を余儀なくされる。
【０１４２】
　そこで、本実施形態では、従来一般の端部欄干パネルを移動手摺２０が水平走行する領
域で、ニューエルパネル１１と隣接欄干パネル１３とに分割した構成とした。そして、図
１２（ｃ）に示す長さＤ〔＝(Ｄ１＋Ｄ２)〕が、隣接欄干パネル１３を取り外した後で、
少なくとも、ニューエルパネル１１の円弧状縁部１１Ｅが取付部材１５４の溝部４６から
抜け出せる距離分の水平方向のスライドを許容する長さとなるように、Ｄ１とＤ２とを設
定したのである。
【０１４３】
　（v）ニューエルパネル取外しステップ
　図１４（ａ）に示す状態（スライドされた状態）にあるニューエルパネル１１を、隣接
欄干パネル１３と同様にして取り外す。これによって、ニューエルパネル１１の取外しが
完了する（図１４（ｂ））。
【０１４４】
　以上説明したように、隣接欄干パネル１３を取外した後、ニューエルパネル１１を上記
のようにスライドさせると、ニューエルパネル１１は隣接欄干パネル１３と同様にして取
り外すことができる。これにより、ニューエルパネル１１の取外しのために取付部材１５
４をニューエルパネル１１から抜き取る作業が不要になるため、従来と比べて、効率よく
ニューエルパネルを取り外すことができる。
【０１４５】
　なお、上記複数のステップの実行順は、適宜、変更しても構わない。例えば、(i)ステ
ップと(iii)ステップを実行した後に、(ii)ステップを実行しても構わない。
【０１４６】
　新たなニューエルパネル１１は、以下に記すように、上記の取外しとは逆の手順で取り
付けられる。
【０１４７】
　（vi）ニューエルパネル載置ステップ
　ニューエルパネル１１を走行路ＲＷとは反対側に傾けて、その上端縁部を取付部材３０
，１５４の溝部４６（図６）に差し込み、下端部を固定器具２６Ａ，２６Ｂに向かって振
って、固定器具２６Ａ，２６Ｂの下端部７０Ａ（図１０）に載置させる（図１４（ａ））
。
【０１４８】
　（vii）ニューエルパネルスライドステップ
　ニューエルパネル１１を、図１４（ａ）に示す矢印ＨＲの向きにスライドさせて、円弧
状縁部１１Ｅを取付部材１５４の溝部４６（図６）に嵌めこむ。
【０１４９】
　（viii）ニューエルパネル固定ステップ
　固定器具２６Ａによってニューエルパネル１１の下端部を固定する（図１３（ａ））。
また、複数のくさび部材５４（不図示）によって、取付部材３０，１５４をニューエルパ
ネル１１に固定する。
【０１５０】
　（ix）隣接欄干パネル載置ステップ
　隣接欄干パネル１３の上端縁部を取付部材３０の溝部４６（図６）に差し込んだ後、固
定器具２６Ｂ，２６Ｃの下端部７０Ａ（図１０）に載置する（図１３（ａ））。
【０１５１】
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　（x）隣接欄干パネル固定ステップ
　固定器具２６Ｂ，２６Ｃによって隣接欄干パネル１３の下端部を固定する（図１２（ｂ
））。また、複数のくさび部材５４によって取付部材３０を隣接欄干パネル１３に固定す
る。
　以上の手順によってニューエルパネルの交換がなされる。
【０１５２】
　なお、新たなニューエルパネル１１を取り付ける際の上記複数のステップの実行順は、
適宜変更しても構わない。例えば、(vi)ステップ、(vii)ステップ、および(ix)ステップ
を実行した後に、(viii)ステップと(x)ステップを実行しても構わない。
【０１５３】
　（変形例）
　上記実施形態では、ニューエルパネル１１に隣接する隣接欄干パネル１３を湾曲部１３
Ｃとストレート部１３Ｄとを有するパネル形状としたが、ニューエルパネル１１に隣接す
る欄干パネルの形状は、これに限らない。
【０１５４】
　例えば、図１５（ｂ）に示すように、長方形をした欄干パネル３３（以下、「隣接欄干
パネル３３」とも言う。）としても構わない。隣接欄干パネル３３は、図１５（ａ）に示
すように、設置された状態で、垂直方向に長く、幅Ｌ１を有する長方形をしている。
【０１５５】
　隣接欄干パネル３３は、下端部が固定器具２６Ｂで支持されている。隣接欄干パネル３
３の上端縁部には取付部材３０が固定されている。隣接欄干パネル３３は、ニューエルパ
ネル１１と距離Ｌ２の隙間をあけて設置されている。
【０１５６】
　隣接欄干パネル３３に対しニューエルパネル１１側とは反対側に隣接する欄干パネル３
５は、固定器具２６Ｂ，２６Ｃによって、その下端部が支持されている。欄干パネル３５
は、隣接欄干パネル３３と距離Ｌ３の隙間をあけて設置されている。
【０１５７】
　隣接欄干パネル３３は、固定器具２６Ｂによる固定を解除すると共に、隣接欄干パネル
３３に固定されている取付部材３０の固定を解除すれば、上記実施形態の隣接欄干パネル
１３と同様にして取り外すことができる。
【０１５８】
　そして、図１５（ａ）に示す長さＬ〔＝(Ｌ１＋Ｌ２＋Ｌ３)〕が、隣接欄干パネル３３
を取り外した後で、少なくとも、ニューエルパネル１１の円弧状縁部１１Ｅが取付部材１
５４の溝部４６から抜け出せる距離分の水平方向にスライドを許容する長さとなるように
、Ｌ１，Ｌ２，Ｌ３各々の長さが設定されている。
【０１５９】
　なお、隣接欄干パネル３３と欄干パネル３５との間の長さＬ３の隙間に対応する取付部
材３０部分が湾曲している場合、隣接欄干パネル３３を取り外しても、ニューエルパネル
１１は、当該隙間（であった領域）まで進入できない場合がある。この場合は、(Ｌ１＋
Ｌ２)が少なくとも、前記距離分の長さとなるよう、Ｌ１とＬ２の各々が設定される。
【０１６０】
　ここで、ニューエルパネル１１に隣接する欄干パネルを、隣接欄干パネル３３のように
長方形とする構成は従来にはみられないため、不自然な感覚を乗客にもたれるおそれがあ
る。そこで、隣接欄干パネル３３を色彩的に他の欄干パネルと異なったものとすることに
より、積極的に意匠処理が施されているとの感覚を乗客に与えるようにしても構わない。
このため、隣接欄干パネル３３をこれ以外の欄干パネルとは色または質感の異なるガラス
製にすることが考えられる。例えば、隣接欄干パネル３３以外の欄干パネルが透明である
のに対し、隣接欄干パネル３３を着色したり、すりガラスにしたりすることが考えられる
。あるいは、隣接欄干パネル３３以外の欄干パネルがガラス製であるのに対し、隣接欄干
パネル３３を金属製（例えば、ステンレス製）とすることが考えられる。
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【０１６１】
　さらに、ニューエルパネル１１に隣接する隣接欄干パネルは、長方形に限らず、台形に
形成しても構わない。この場合、当該台形の上下の辺（上底と下底）の内、短い方の辺の
長さが、ニューエルパネルの円弧状縁部が取付部材１５４の溝部４６から抜け出せる距離
分の水平方向へのスライドを許容する長さを考慮する際の対象となる。
【０１６２】
　要は、隣接欄干パネルが固定器具２６Ｂ，２６Ｃおよび取付部材３０から取り外される
と、取り外された隣接欄干パネルが存した領域へと、ニューエルパネルを少なくともその
円弧状縁部が取付部材１５４の溝部４６から抜け出せる距離分、スライドさせることがで
きるような形状に当該隣接欄干パネルが形成されていれば構わないのである。
【０１６３】
　以上の実施形態では、階上フロアＵＳ側のニューエルパネル１１とその隣接欄干パネル
１３の構成について説明したが、階下フロアＤＳ側のニューエルパネル３１とこれに隣接
する隣接欄干パネル２９（図１）も、ニューエルパネル１１および隣接欄干パネル１３と
同様の考えに基づいて構成できるため、その説明については省略する。また、ニューエル
パネル３１に隣接する欄干パネルを垂直方向に長い長方形としても構わないのは、上記変
形例の場合と同様である。
【０１６４】
＜実施形態２＞
　実施形態１では、例えば、欄干パネル１３に照明器具３２を取り付けるため、欄干パネ
ル１３の上端縁部に取付部材３０を固定し、これに隣接するニューエルパネル１１の円弧
状縁部１１Ｅに取付部材１５４を固定して、取付部材３０，１５４にガイドレール４４を
取り付けた。照明器具３２を設けない場合は、ガイドレールを欄干パネル１１，１３に直
接固定しても構わない。
【０１６５】
　実施形態２に係るエスカレータは、そのように構成したエスカレータである。また、実
施形態１において、移動手摺２０を案内するガイドレール４４は、ステンレス鋼板を板金
加工したものであったが、実施形態２では、アルミの押出形材からなるものを用いている
。
【０１６６】
　図１６は、そのように構成したガイドレール２０２が設けられた欄干２００において、
欄干パネル１３の上端部およびその近傍を示す断面図である。なお、実施形態２に係るエ
スカレータは、実施形態１とは、欄干パネルの縁部に取り付けられた部材が異なる以外は
、基本的に同じ構成である。よって、以下、当該異なる部分を中心に説明に留める。
【０１６７】
　欄干パネル１３の上端縁部に対する被固定部材であるガイドレール２０２の上端部には
、幅方向両側に張り出した一対のフランジ部２０２Ａ，２０２Ｂが形成されている。両フ
ランジ部２０２Ａ，２０２Ｂの間には、上方に開口し、欄干パネル１３の端縁に沿った上
溝部２０４が形成されている。
【０１６８】
　フランジ部２０２Ａ，２０２Ｂの各々から、上溝部２０４の壁面２０４Ａ，２０４Ｂに
かけて、摺接部材２０６，２０８が貼着されている。摺接部材２０６，２０８は、ナイロ
ンの押し出し材からなる。
【０１６９】
　摺接部材２０６，２０８が設けられたフランジ部２０２Ａ，２０２Ｂに、移動手摺２１
０が嵌め込まれている。
【０１７０】
　欄干パネル１３上端縁部へのガイドレール２０２の固定方法は、実施形態１における取
付部材３０の欄干パネル１３上端縁部への固定方法と実質的に同じである。よって、実施
形態１と同じ構成部材については、同じ符号を付して、その説明については、省略するか
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簡単に説明するに留める。
【０１７１】
　上溝部２０４の下には、下方に開口し同じく欄干パネル１３の端縁に沿った下溝部２１
２が形成されており、下溝部２１２が欄干パネル１３の上端縁部に上方から嵌め込まれて
いる。
【０１７２】
　下溝部２１２の第１壁面２１２Ａは、欄干パネル１３の第１主面１３Ａに平行に形成さ
れている。第１壁面２１２Ａに対向する第２壁面２１２Ｂは、下溝部２１２の底部２１２
Ｃからの高さが高くなる程（本例では、下方へ行くほど）欄干パネル１３の第２主面１３
Ｂとの間隔が広くなるよう第２主面１３Ｂに対し傾斜した面に形成されている。ここで、
第２主面１３Ｂが走行路ＲＷに面している側の主面である。
【０１７３】
　欄干パネル１３の上端縁部には、クッションゴム５０と金属カバー５２とからなる保護
部材４８が被せられている。
【０１７４】
　欄干パネル１３の第２主面１３Ｂと下溝部２１２の第２壁面２１２Ｂとの間には、くさ
び部材５４が設けられている。
【０１７５】
　くさび部材５４には、ねじ挿通孔５４Ｄが開設されている。一方、ガイドレール２０２
には、ねじ挿通孔５４Ｄに対応させて、下溝部２１２の深さ方向（本例では、上下方向）
に雌ねじ２０２Ｃが形成されている。
【０１７６】
　平座金５６、ばね座金５８が嵌められた締付ねじ６０が、くさび部材５４のねじ挿通孔
５４Ｄに、下溝部２１２の開口側（本例では、下側）から挿入され、ガイドレール２０２
の雌ネジ２０２Ｃに螺合している。
【０１７７】
　締付ねじ６０の締め付けによる、ガイドレール２０２の欄干パネル１３への固定態様や
、欄干パネル１３に対するガイドレール２０２の固定解除の方法などは、実施形態１にお
ける取付部材３０の場合と同様なので、これ以上の説明については省略する。
【０１７８】
　なお、ガイドレール２０２は、複数本が欄干パネル１１～３１の上端縁部およびニュー
エルパネル１１，３１の円弧状縁部１１Ｅに沿って列設されていて、隣接するガイドレー
ル２０２は、その端部同士が上溝部２０４内に設けられた不図示の連結部材によって連結
されている。
【０１７９】
　また、ガイドレール２０２は、移動手摺２０が斜行する区間においては、直線状をした
ものが、カーブする区間では、当該カーブに合わせた湾曲部分を有するものが用いられる
が、いずれも横断面は略同じ形状をしている。ニューエルパネル１１，３１に固定される
ガイドレールは、ニューエルパネル１１，３１の外周形状（円弧状部）に合わせて曲げ加
工された部分を有するものが用いられる。
【０１８０】
＜実施形態３＞
　実施形態１、２における固定器具２６では、固定ブラケット６６に対し、可動ブラケッ
ト６８を第１および第２シャフト１４０，１４２で連結した。
　これに対し、実施形態３における固定器具では、固定ブラケットに対し可動ブラケット
を着脱自在に構成している。
【０１８１】
　実施形態３に係るエスカレータは、実施形態１、２とは、固定器具が異なる以外は、実
質的に同じ構成である。よって、図１７を参照しながら、固定器具３００を中心に説明す
る。なお、固定器具３００においても、固定器具２６（図２、図９）と同様、クッション
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シート１４８と圧接板１５０を有しているのであるが、これらについての図示は省略して
いる。また、トラスの図示も省略している。
【０１８２】
　図１７に示すように、固定器具３００は、固定ブラケット３０２と可動ブラケット３０
４とを有する。
【０１８３】
　固定ブラケット３０２は、受け部材３０６と複数の（本例では、４個の）Ｌ字状をした
Ｌブロック部材３０８，３１０，３１２，３１４を含む。
【０１８４】
　受け部材３０６には、本例ではＺ形鋼が用いられる。Ｌブロック部材３０８，３１０，
３１２，３１４の各々は、その長辺部（縦辺部）が、受け部材３０６に溶接（例えば、隅
肉溶接）により接合されている。Ｌブロック部材３０８，３１０，３１２，３１４の短辺
部（横辺部）の各々には、雌ねじ３０８Ａ，３１０Ａ，３１２Ａ，３１４Ａが形成されて
いる。
【０１８５】
　また、受け部材３０６には、第１支持板３１６と第２支持板３１８が溶接（例えば、隅
肉溶接）により接合されている。
【０１８６】
　トラス（不図示）には、Ｌ形アングル材３２０が不図示のボルト・ナットによって固定
されており、Ｌ形アングル材３２０と第１支持板３１６とが、不図示のボルト・ナットに
よって締結されている。
【０１８７】
　第２支持板３１８には、長孔３１８Ａ，３１８Ｂが開設されており、長孔３１８Ａ，３
１８Ｂに挿入されたボルト（不図示）とナット（不図示）とで、第２支持板３１８がトラ
スに固定されている。
【０１８８】
　すなわち、受け部材３０６は、第１支持板３１６およびＬ形アングル材３２０、並びに
第２支持板３１８を介してトラス（不図示）に取り付けられている（固定されている）。
【０１８９】
　受け部材３０６において、欄干パネル１３の下端面を支持する支持部となる下端部３０
６Ａの上面には、複数枚の（本例では、３枚の）クッションパッド３２２，３２４，３２
６が貼着されている。
【０１９０】
　また、下端部３０６Ａには、その厚み方向に雌ねじ３０６Ｂ，３０６Ｃ，３０６Ｄ，３
０６Ｅが形成されており、その各々に高さ調整ボルト３２８，３３０，３３２，３３４が
螺入されている。高さ調整ボルト３２８，３３０，３３２，３３４の機能および使い方は
、実施形態１と同様なので、これ以上の説明については省略する。
【０１９１】
　可動ブラケット３０４は、対向部材３３６と複数の（本例では、４個の）略四角柱状を
した柱状ブロック部材３３８，３４０，３４２，３４４とを含む。
【０１９２】
　対向部材３３６には、本例ではＬ形鋼（不等辺山形鋼）が用いられている。
【０１９３】
　対向部材３３６の長辺部３３６Ａには、その厚み方向に貫通する雌ねじ（不図示）が複
数個、形成されており、当該雌ねじの各々には、圧接部材である圧接ボルト３４６，３４
８，３５０，３５２，３５４，３５６，３５８が螺入されている。また、圧接ボルト３４
６，...，３５８の各々には、弛み止めナット３６０，３６２，３６４，３６６，３６８
，３７０，３７２がそれぞれ螺合されている。
【０１９４】
　対向部材３３６の長辺部３３６Ａには、柱状ブロック部材３３８，３４０，３４２，３
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４４が、その上側三分の二程度を重ねた状態で溶接（例えば、隅肉溶接）により接合され
ている（溶接ビードについては不図示）。
【０１９５】
　柱状ブロック部材３３８，３４０，３４２，３４４各々の下端部には、片側に深ざぐり
が施されたねじ挿通孔３３８Ａ，３４０Ａ，３４２Ａ，３４４Ａが開設されている。
【０１９６】
　ねじ挿通孔３３８Ａ，３４０Ａ，３４２Ａ，３４４Ａの各々には、締付ボルト３７４，
３７６，３７８，３８０が、それぞれ前記深ざぐり側から挿入され、Ｌブロック部材３０
８，３１０，３１２，３１４に形成された雌ねじ３０８Ａ，３１０Ａ，３１２Ａ，３１４
Ａに螺入される。そして、締付ボルト３７４，３７６，３７８，３８０を締め付けること
により、可動ブラケット３０４が固定ブラケット３０２に装着される。
【０１９７】
　装着状態で、圧接ボルト３４６，...，３５８が強く締め付けられて、その先端が不図
示の圧接板を介して欄干パネル１３の下端部を受け部材３０６の受け面３０６Ｆに向かっ
て圧接することにより、欄干パネル１３は、その下端部で不図示のトラスに固定保持され
る。そして、圧接ボルト３４６，...，３５８が弛むのを防止するため、弛み止めナット
３６０，...，３７２締め付けられる。
【０１９８】
　欄干パネル１３の固定器具３００による固定を解除するには、先ず、弛み止めナット３
６０，...，３７２を弛めた後、圧接ボルト３４６，...，３５８を弛める。そして、締付
ボルト３７４，３７６，３７８，３８０を弛めて、雌ねじ３０８Ａ，３１０Ａ，３１２Ａ
，３１４Ａから取り外し、可動ブラケット３０４を固定ブラケット３０２から脱着する。
【０１９９】
　可動ブラケット３０４が固定ブラケット３０２から脱着されると、欄干パネル１３の下
端部の走行路ＲＷ側前方が開放される。走行路ＲＷ側が開放されると、取付部材３０が欄
干パネル１３の上端部に欄干パネル１３の厚み方向に遊びを持って嵌った状態となってい
れば、実施形態１と同様、図１７に一点鎖線で示すように、欄干パネル１３は、その下部
を走行路ＲＷ側へ振ることができる（全体を斜めの姿勢にすることができる。）。
【０２００】
　これにより、欄干パネル１３上端部の被固定部材である取付部材３０を欄干パネル１３
の上方へ抜き取ることなく、欄干パネル１３を取付部材３０と固定器具３００から取り外
すことができるのも、実施形態１、２と同様である。
【０２０１】
　また、欄干パネル１３が取り外されると、ニューエルパネル１１に対する取付部材３０
，１５４（または、ガイドレール２０２）の固定が解除され、固定器具２６Ａによる固定
が解除された状態で、ニューエルパネル１１を欄干パネル１３が存し領域へとスライドさ
せた後、下端部を走行路ＲＷ側に傾けて取り外すことができるのも実施形態１、２と同様
である。
【０２０２】
＜実施形態４＞
　実施形態１～３における固定器具２６では、固定ブラケット６６に対し可動ブラケット
６８を最終的に回動させることにより、欄干パネル１１，...，３１の下端部の走行路側
前方を開放した（図１０、図１１等）。
【０２０３】
　これに対し、実施形態４における固定器具では、固定ブラケットに対し可動ブラケット
を最終的に下方へスライドさせることにより、欄干パネル１１，...，３１の下端部の走
行路側前方を開放することとしている。
【０２０４】
　実施形態４に係るエスカレータは、実施形態１～３とは、固定器具が異なる以外は、実
質的に同じ構成である。よって、図１８、図１９を参照しながら、実施形態４における固
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定器具４００を中心に説明する。なお、図１８、図１９において、欄干パネル１３、実施
形態１で示したクッションシート１４８（図２、図９、図１１）、圧接板１５０（図２、
図９）、クッションパッド１１２，１１４（図２、図８、図９、図１０、図１１）、およ
び圧接ボルト１１６，１１８，１２０，１２２（図８、図１０等）等に相当する部材の図
示は省略している。
【０２０５】
　図１８（ａ）に示すように、固定器具４００は、固定ブラケット４０２と可動ブラケッ
ト４０４とを有する。
【０２０６】
　固定ブラケット４０２は、ベンチ（長椅子）状をしており、不図示のトラスに固定され
ている。
【０２０７】
　固定ブラケット４０２は、長手方向両端部に一対の脚部４０６，４０８を有している。
脚部４０６，４０８の各々には、逆Ｌ字状をしたスリット４１０，４１２が開設されてい
る。
【０２０８】
　ベンチ状をした固定ブラケット４０２において、座面に相当する部分が、欄干パネル（
不図示）の下端面を支持する支持部４１４となる。また、背もたれに相当する部分が、受
け面４１６となる。
【０２０９】
　図１８（ｂ）に示すように、可動ブラケット４０４は、Ｌ字状の横断面をしたアングル
材４２０を有する。アングル材４２０の長手方向における両端面からは、四角柱状をした
突起４１８（片方のみ図に現れている）が突出している。突起４１８は、アングル材４２
０に角穴を設け、当該角穴に角材を圧入することにより形成される。
【０２１０】
　アングル材４２０において、受け面４１６に対向する対向部となる縦板部４２０Ａには
、その厚み方向に複数個の（本例では、４個の）雌ねじ４２０Ｂ，４２０Ｃ，４２０Ｄ，
４２０Ｅが形成されている。雌ねじ４２０Ｂ，...，４２０Ｅの各々には、不図示の圧接
ボルトが螺合されている。
【０２１１】
　固定ブラケット４０２の両脚部４０６，４０８の間に、アングル材４２０の横板部４２
０Ｆがさし込まれ、突起４１８がスリット４１０に嵌め込まれて、固定ブラケット４０２
に可動ブラケット４０４が連結されている（図に現れていない他方の突起もスリット４１
２に嵌め込まれている。）。
【０２１２】
　スリット４１０において横方向に延びる部分の幅Ｗ１は、四角柱をした突起４１８の一
辺の長さよりも僅かに大きいだけである。図１８（ａ）に示す状態で、突起４１８は、ガ
タツクことなくスリット４１０に嵌っており、スリット４１０（固定ブラケット４０２）
に対し回動不能となっている。
【０２１３】
　スリット４１０において縦方向に延びる部分の幅Ｗ２は、幅Ｗ１よりも若干大きくなっ
ている。
【０２１４】
　上記の構成からなる固定ブラケット４０２と可動ブラケット４０４を有する固定器具４
００において、図１８（ａ）に示す状態で、支持部４１４上面に設けられた不図示のクッ
ションパッドに不図示の欄干パネルが載置されている。なお、本実施形態においても、実
施形態１～５と同様、クッションパッドは必須の構成部材ではなく、用いなくても構わな
い。用いない場合には、欄干パネル（不図示）は、直に、支持部４１４に載置される。欄
干パネル（不図示）の下端部と可動ブラケット４０４のアングル材４２０の縦板部４２０
Ａとの間には、不図示の圧接板が挿入されている。
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【０２１５】
　そして、雌ねじ４２０Ｂ，４２０Ｃ、４２０Ｄ，４２０Ｅに螺入された（取り付けられ
た）不図示の圧接ボルトが締め付けられていて、その先端が圧接板（不図示）を介し欄干
パネル（不図示）の下端部を受け面４１６に向かって圧接することにより、欄干パネル（
不図示）は、その下端部で不図示のトラスに固定保持されている。
【０２１６】
　上記のように固定器具４００に固定された欄干パネルの固定解除は以下の手順で行われ
る。
【０２１７】
　先ず、雌ねじ４２０Ｂ，４２０Ｃ、４２０Ｄ，４２０Ｅに螺合している圧接ボルト（不
図示）の各々を弛める。この場合、圧接ボルト（不図示）各々を、雌ねじ４２０Ｂ，...
，４２０Ｅから取り外しても構わないが、少なくとも、圧接ボルト（不図示）各々の先端
が雌ねじ４２０Ｂ，...，４２０Ｅ内に没入するまで弛めれば足りる。
【０２１８】
　次に、不図示の圧接板を、固定ブラケット４０２の受け面４１６と可動ブラケット４０
４のアングル材４２０の縦板部４２０Ａの間から取り除く。
【０２１９】
　そして、可動ブラケット４０４を、図１８（ａ）に示す矢印Ｘの向きに押し込んだ後、
矢印Ｙの向き（すなわち、下向き）にスライドさせる。
【０２２０】
　そうすると、可動ブラケット４０４は、固定ブラケット４０２に対して、図１９（ａ）
に示す状態となる。すなわち、欄干パネル（不図示）の下端部の走行路側前方（矢印Ｆで
示す方向）が開放された状態となる。
【０２２１】
　これ以降における、欄干パネルの取外しの手順は、実施形態３、４、５の場合と同様な
ので、その説明については省略する。なお、欄干パネルの取り付けは、上記取外しとは逆
の手順でなされる。
【０２２２】
　（変形例）
　上記実施形態では、欄干パネル（不図示）を固定した状態（図１８（ａ））でも、固定
を解除した状態（図１９（ａ））でも、突起４１８がスリット４１０に嵌っている。すな
わち、可動ブラケット４０４は、固定ブラケット４０２に常に連結されているが、これに
限らず、可動ブラケットを固定ブラケットに着脱自在に取り付ける構成としても構わない
。
【０２２３】
　そのような構成にした場合の固定ブラケット４２４を図１９（ｂ）に示す。固定ブラケ
ット４２４は、固定ブラケット４０２（図１８（ａ））の脚部４０６，４０８を短くし、
かつ、スリット４１０，４１２において縦方向に延びる部分の下方を開放した形態とした
ものである。可動ブラケットには、上記実施形態の可動ブラケット４０４（図１８（ｂ）
）と同じものが用いられる。
【０２２４】
　固定ブラケット４２４（図１９（ｂ））において、固定ブラケット４０２（図１８（ａ
）、図１９（ａ））と実質的に同じ部分には、同じ符号を付して、その説明については省
略する。
【０２２５】
　固定ブラケット４２４のスリット４２６の開放部から矢印Ｙとは逆向き（すなわち、上
向き）に可動ブラケット４０４の突起４１８を進入させた後、矢印Ｘとは逆向き（すなわ
ち、手前側に）引き寄せることにより、可動ブラケット４０４を固定ブラケット４２４に
装着する（取り付ける）ことができる。
【０２２６】
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　可動ブラケット４０４を固定ブラケット４２４から脱着する（取り外す）ときは、可動
ブラケット４０４を、図１９（ｂ）に示す矢印Ｘの向きに押し込んだ後、矢印Ｙの向き（
すなわち、下向き）にスライドさせて、突起４１８をスリット４２６から抜き出す。
【０２２７】
　これにより、可動ブラケット４０４は、固定ブラケット４２４から、完全に分離されて
、欄干パネル（不図示）の下端部の走行路側前方（図１９(ｂ)において矢印Ｆで示す方向
）が開放された状態となる。
【０２２８】
　以上、本発明に係るエスカレータを実施形態に基づいて説明してきたが、本発明は、上
記した形態に限らないことは、勿論であり、例えば、以下の形態としても構わない。
（１）実施形態１（図１～図１５）、実施形態２（図１６）、実施形態３（図１７）、お
よび実施形態４（図１８、図１９）では、欄干パネル１１，...，３１の縁部（上端縁部
、円弧状縁部）の被固定部材である取付部材３０（図２、図３、図５、図６、図１１～図
１５）、取付部材１５４（図１２～図１５）、およびガイドレール２０２（図１６）を、
くさび部材５４（図３、図４、図６、図７）を用いて固定する構成とした。
【０２２９】
　しかしながら、欄干パネルの縁部（上端縁部、円弧状縁部）への被固定部材の固定は、
くさび部材に限らず、例えば、特許文献２の図６に開示されているように、ボルトを用い
ても構わない。
【０２３０】
　要は、溝部を有し、当該溝部に欄干パネルの縁部（上端縁部、円弧状縁部）が嵌め込ま
れた状態で、当該欄干パネルに固定される被固定部材を固定するための構成が、当該被固
定部材の前記欄干パネルに対する固定が解除された状態において、欄干パネルの縁部が前
記溝部に当該欄干パネルの厚み方向に遊びを持って嵌った状態となるような構成であれば
良いのである。
【０２３１】
（２）上記実施形態では、いずれも、一種類の固定器具（固定器具２６、固定器具３００
、固定器具４００のいずれか）によって、欄干パネル１１，...，３１をトラスに固定し
たが、これに限らず、一台のエスカレータにおいて、複数種の固定器具を用いても構わな
い。
　例えば、中間パネル１３,...，２９は固定器具２６で固定し、ニューエルパネル１１，
３１は、固定器具３００で固定することとしても構わない。
【０２３２】
（３）また、異なる種類の固定器具において、一部の部材を共有するような構成としても
構わない。具体的には、例えば、固定器具２６の受け部材７０（図８）と固定器具３００
の受け部材３０６（図１７）を一本のＺ形鋼で構成して、受け部材を共有することとして
も構わない。そして、この受け部材（Ｚ形鋼）の長さ方向に可動ブラケット６８(図８)と
可動ブラケット３０４(図１７)を並べて設けるのである。
【０２３３】
（４）上記実施形態では、保護板２４を建築物の天井ＤＣ部分に取り付けたが（図１）、
これに限らず、保護板２４は、取付部材３０(図２)に付属物として取り付けても構わない
。
【０２３４】
（５）実施形態１，２では、別個に作製された受け部材７０と規制部材９２，...，９８
とを接合して固定ブラケット６６を構成したが、これに限らず、固定ブラケットは、鋳造
や切削加工により、これらが一体的に形成された一部材として構成しても構わない。さら
に、軸支部材８４，...，９０も含めて一体的に形成された構成としても構わない。
　また、実施形態１，２では、可動ブラケット６８を、別個に作製された対向部材７２と
回動アーム１３２，...，１３８とを接合して構成したが、これに限らず、これらが一体
的に形成された一部材として構成しても構わない。
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【０２３５】
（６）上記実施形態では、本発明に係るエスカレータを、踏段を有し踏面が階段状になる
エスカレータに適用した例に基いて説明したが、本発明に係るエスカレータは、踏面が階
段状にならないエスカレータ、すなわち、環状に連結された複数のパレットからなる無端
搬送体やゴムベルトからなる無端搬送体を循環走行させて乗客を搬送するエスカレータで
あって、踏面が水平方向に対し傾斜して設けられたエスカレータ（傾斜型の移動歩道）に
も適用可能である。
【産業上の利用可能性】
【０２３６】
　本発明に係るエスカレータは、例えば、踏段を有し踏面が階段状になるエスカレータや
複数のパレットまたはゴムベルトからなる無端搬送体の踏面が水平方向に対して傾斜して
設けられたエスカレータに好適に利用可能である。
【符号の説明】
【０２３７】
　　　１０　　エスカレータ
　　　１２　　踏段
　　　１１，１３,１５,１７,１９,２１，２３，２５，２７，２９，３１　　欄干パネル
　　　２６，３００，４００　　固定器具
　　　２８　　トラス
　　　３０，１５４　　取付部材
　　　４６　　溝部
　　　６６，３０２，４０２　　固定ブラケット
　　　６８，３０４，４０４　　可動ブラケット
　　　７０Ａ，３０６Ａ　下端部
　　　７０Ｄ，３０６Ｆ，４１６　受け面
　　　７２，３３６　　対向部材
　　１１６，１１８，１２０，１２２，３４６，３４８，３５０，３５２，３５４，３５
６，３５８　　圧接ボルト
　　２０２　　ガイドレール
　　２１２　　下溝部
　　４２０Ａ　縦板部
　　６１４　　支持部
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】

【図１９】
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